漁港漁場の管理運営機能の向上におけるICT活用の事例分析 by 中泉 昌光
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は、1990 年代の EU における HACCP 管理を前提とした漁港や加工場の施設整備（施設改良）




























内共販入札（9事業）（表 2.2）、類似市場（築地と花きの 2市場）（表 2.3）、漁場環境
情報提供（5事業）（表 2.4）、国内養殖生産（8事業）（表 2.5）、及び海外の主要産地
魚市場（14か国）（表 2.6）と養殖生産（主要 4社）（表 2.7）を選定した。 
 





























































































































































表 2.2 国内共販入札の事例 
















































































































































ベルゲン Bergen サンゲノレ Saint Guenole 
オーレスン Alesund コンカルノー Concarneau
エゲルスン Egersund ギルビネック Guilvinec




エスビヤウ Esbjerg セシンブラ Sesimbra
トースミンネ Thorsminde マトジニョシュ Matosinhos
ヴィデ・サンディ Hvide Sande 
フィゲイラ・ダ・フォズ
Figueira da Foz
テューボルン Thyboron ペニシェ Peniche
ギルライエ Gilleleje ポルティマオ Portimao
レイキャビーク Reykjavik セトゥーバル Setubal等15港
グリーンダビーク Grindavik アルヘシラス Algeciras
ラーウィック Lerwick エステポナ Estepona
スキャロウェイ Scalloway カディス Cadiz








ラウエル Visafslag Lauwersoog アンコナ Ancona
デン・ヘルデル Den Helder/Texel アンツィオ Anzio
デン・ウフェル Den Oever ポッツォーリ Pozzuoli




ステレンダム Stellendam グロスター Gloucester
コレインスプラート Colijnsplaat ボストン Boston
イルゼーク Yerseke シドニー Sydney (SFM)
マネタ・シーフード・マーケット
Manettas Seafood Market














表 2.6 海外の産地魚市場における ICT活用の事例 

























































































































































図 1.1.1 大船渡市魚市場の１F 平面図及び施設配置 












































































































































































































































































































































































































































































図 1.2.5 市場取引の流れと OCR読取機を利用した入札システム（第一売場） 









































































































1.3.1 魚市場の整備と ICTを活用した衛生管理及び入札システム導入 
第 2 種漁港である志津川漁港（写真 1.3.1）は、南三陸町管内に所在する 23 漁港の中で



























































した写真を差し込むことができる。衛生管理については、2017 年 4 月から大日本水産会の
優良衛生品質管理市場・漁港の認定を受けるための準備を進めている。 
 
1.3.3 市場取引と ICTの活用 











































































































写真 1.4.1 女川町魚市場（女川漁港） 































































































図 1.4.3 エネルギー管理システム 







1.4.3 市場取引の流れと ICT活用（情報提供システム） 







が設けられている（気仙沼は 7:00、女川は 7:15）。 
 
 宮城県のギンザケの養殖量は全国の 9 割以上を占めてお
り、銀鮭はサンマと並び女川魚市場の主要魚種になっている。
経営体数は被災前の 7 割ではあるが、1 経営体当たりの養殖
面積は拡大し、収穫額（共販販売額）では被災前を超えてい

























図 1.4.6 魚市場管理事務所（女川町役場職員の詰所） 























































































































































































図 1.5.3 車両入退場システム 













































 図 1.5.5 タブレットを使った衛生管理記録 














































図 1.5.6 衛生管理統合システム 
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1.5.3 卸売業務と ICT活用 





































































































































































































     仲卸買受人 30社、加工買受人 6社、売買参加買受人 3社 







































































漁況  ：本船名、運搬船名、操業海区、魚種、数量、向地、入船日時 
入船情報：運搬船名、操業海区、魚種、数量、入船日時、水揚日時 






























































  2003年       400件/日  携帯電話（iモード）：約 25% 
























 開場当時に比べ、大中旋網船団数が 3分の 1に、サバの漁獲量が 2分の 1に減少してい
る中で、どう産地を維持していくかが課題となっている。水産物流通の「量」から「質」
への変化に対応し、現在整備が進められている高度衛生管理型の魚市場は、物流効率化を




























































































































































































































































































































































図 2.1.1  伊勢湾漁協の本所・支所等の所在地及び荷捌き所（アサリ取扱） 



































































































































































































































2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
数量（t） 2,016 2,329 2,240 1,975 1,024 1,141 1,545 1,955 2,075 1,993
金額（百万円） 945 1,154 1,179 1,148 767 914 1,105 1,477 1,695 1,560
平均価格（円/kg） 469 496 526 581 749 802 715 755 817 783
数量（t） 152 157 153 150 20 76 268 308 405 308
金額（百万円） 55 72 71 69 14 54 119 149 198 152
平均価格（円/kg） 366 461 466 461 676 711 444 483 489 493
数量（t） 2,293 2,089 2,459 2,240 2,009 2,278 2,155 2,005 1,779 1,883
金額（百万円） 2,353 2,530 2,693 2,661 2,499 2,592 2,592 2,832 2,945 2,865
平均価格（円/kg） 1,026 1,211 1,095 1,188 1,244 1,137 1,203 1,412 1,655 1,521
数量（t） 446 504 550 465 181 42 78 221 210 228
金額（百万円） 564 616 627 558 242 89 147 414 409 417








表 2.2.1 東京都中央卸売市場におけるカキの市況の推移 











































































































































図 2.2.4 トレーサビリティシステム 
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システム導入時は、買受人 35 社のうち 16 社が参加したが、その中に大手が入っていた




























































































































































































































































































































































パソコン 3，4 台を使い、10 数人で提出された入札手板を読みより入力していた。また、
請求書等の作成作業が終了するは、落札者が決まってから概ね 5、6時間を要していた。入






































































































































































































































































図 2.4.2 識別コードの入力結果例 
http://www.jf-nohejimachi.com/pc/scallop/index.html より作成 




































































































































































































































































































































































































































































































































































図 3.1.2 画面上での伝票照会 





② 伝票形式（図 3.1.3）は各卸売会社で共通している。 
③ 画面での閲覧と印刷が可能である。 
④ 他のソフトウェア（Excel、Access等）にデータをコピーできる。 










































3.2.1 フローラ・ホランド（Flora Holland） 
(1)概要 
 フローラ・ホランド（オランダ・アムステルダム）（図 3.2.1）は世界最大の取引量







































































































































































































1989年 1月 （株）大田花き 設立 
1990年 9月 大田花き市場開場 
12月 自動せり機を 5台設置（公平性と効率化） 
1995年 8月 自動せり機を 8台に増設（効率化） 
1999年 12月  自動仕分装置導入（効率化） 
2000年 7月 web取引開始（せり前取引の需要に対応） 
2007年 8月 在宅せりサービス開始 
（進行中のせりにリアルタイムで場外から参加可能） 
2008年 3月 MPS認証取得（日本の花き卸売市場として初） 










産地ネットワーク   花きバーコードシステム 
市場情報システム   自動せりシステム 
自動搬送システム   自動分荷（仕分）システム 
仲卸情報システム   インターネットでの情報発信 














































 図 3.2.5 東京都中央卸売市場大田市場 （株）大田花きの市場取引と場内物流 






























































































































































③ ファーストプライス・オークション（First-price auction） 
 封印入札方式 (sealed bid auction）または封緘入札方式（blind auction）の代表例で
あり、買い手が相互に提示価格を知ることができない競売である。 
 

















① 競売場参加（Physical attendance） 
 買い手が実際に競売場に出向いて競売に参加する。 
 











① ウェブ取引（Web transaction） 
 売り手と買い手がお互い交渉を行い、セリ前に品目、価格、数量を決め行う相対取引







































4.1.1 1995-2008 年頃の電子化・オンライン化（海外視察調査） 
 1995年から 2008年までに視察調査が行われた海外の漁港（港湾）について、視察時点
での衛生管理等の対応状況や市場取引の電子化・オンライン化の状況をまとめたのが表























































        ド・オークション方式　バイヤーはヨーロッ





        移動卓上　コンピューター操作でせり
サンゲノレ （1997）EU衛生管理基準
（1997）電子せり　表示盤　商品はベルトコンベアを





        のボタン端末操作でせり　場内外インター
        ネットオークション・商品ラベル（トレーサ
        ビリティ対応）
　　　　沿岸もの－スクリーン　商品はベルトコンベ
        アを移動　リモコンのボタン端末操作でせり
        場内外インターネットオークション・商品ラ





        移動　リモコンのボタン操作でせり　商品ラ







































































































        端末操作でせり
ロサンゼルス
ウェストポート













































































オランダ 4 8 12
ノルウェー 1 4 5
スペイン 2 1 3
UK 1 7 8
計 31 48 79
ノルウェーには浮魚販売組合の電子入札は含まない
表 4.1.3 欧州における電子入札・せりの魚市場数（2000年） 
Local: 魚市場内でのせり参加 
Remote：場外からオンラインでせり参加 
Electronic fish auctions, Nautilus Consultants Ltd, 2000 
2)Electronic fish auctions, Nautilus Consultants Ltd, 2000 
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に船員、市場取引関係者、物流、漁船修理など 3,000 人という直接雇用を創出している。 
 
主要漁業：トロール、旋網、延縄、底引き網 






































































































































4.2.3 1997 年の魚市場 






































ロウェイ魚市場）（Shetland Seafood Auctions Ltd. （Lerwick and 























































































図 4.3.2 市場取引の流れ 
http://www.shetlandauction.com/ 















































  リモートバイヤー・マニュアル 
図 4.3.3 リモートバイヤーの操作画面 
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SFPOは、次の記述する Shetland Seafood Quality Controlとも強いつながりを持ち、
陸揚げされる水産物の品質向上に努めている。 
 

























































































4.4 ドカペスカ社（Docapesca Portos e Lotas, AS） 
 
4.4.1 ドカペスカ社（Docapesca Portos e Lotas, AS）の概要 
ドカペスカ社（Docapesca Ports and Auctions SA）は、農業・海洋・環境・計画省傘下
の国営企業で、水産物卸売や漁業・漁港部門の支援を行っている。本社はリスボンにあり、









































































Buyer type: L – buyer at Lota; O – online; C – purchase order 
Total weight: total batch weight to be sold 
Name of the vessel with hake for sale 
Presentation of hake: whole, eviscerated, etc. 
Upcoming batches to be auctioned  


















































































































































図 4.4.4 2003年のセシンブラの魚市場 
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市場取引の流れを図 4.5.2 に示す。 
 







































（E-Fish Project for traceability） 





ラベルの表示例を図 4.5.3 に示す。 
https://www.youtube.com/watch?v=t0MDItveLXM 




Number European Community Market 
Port 
Product bar code 
Fish Portal Pescara 
Indications of product consumption 
Auction buyer place Match 
Gross weight and net weight of the 
fish buyer code Type packaging 
Rod type (white/red)  
Sale date and time 
Name and no EU fishing vessel 
Species of fish with scientific name 
Method and catch area 
Freshness and fished 
Method of production 
Presentation and Destination of the fish 
Data capture 


























図 4.5.3 商品ラベル 
 
http://www.e-fish.pescara.it/index.php 
図 4.5.4 オンライン・オークション・サイト 
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4.6.2 デンマーク・フィッシュ・オークション社（Danish Fish Auction AS（DFA））  






































































































































































































図 4.6.5 2004 年のテューボルンの魚市場 
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    常に、市場の開拓すること 
    浮魚の直接販売に関して先導的に国際的役割を果たすこと 


























    公正公立な競争を確保する開かれた市場を提供 
    漁業者とバイヤーが専用のシステム（エクストラネット Extranet）にアクセス
し、関係情報が取得 
（資源管理） 
    漁獲量が報告されたときの管理 
    当局への報告 
    陸揚げ時の現場管理 
（組合を構成する漁業船団） 
    旋網船 79隻 トロール船 20隻 沿岸漁船 500隻 
    上記の他、本組合市場を 50隻の外国船が利用 
（運営予算） 
    漁船 1隻あたり漁獲金額の 0.65%の手数料で運営 
 
なお、ノルウェーの漁業管理は次の考えに基づいている。 
    持続可能な漁業管理（国連） 
     長期的・伝統的な海洋資源の利用 
     厳格な規則による責任と長期見通しをもった漁業 






























は、食用向けが 4回、油・フィッシュミール向けが 3 回である。 
 
 入札前や終了後の情報のやりとりを図 2.7.2に示す。また、開札時刻と落札結果の情報


































































































































図 4.7.5 浮魚販売組合の直接販売における取引高の推移 
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図 4.8.2 漁獲情報・加工場までの配送情報 
専用 web サイト 
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① 前日夜 6時～7時の入札でサバ 650トンを落札→真夜中 1時に漁船が接岸→翌朝 6時か



























































































































































レイキャビーク Reykjavik 閉鎖型建物構造の市場 （1999）電子せり
















ラウエル Visafslag Lauwersoog 閉鎖型建物構造の市場
デン・ヘルデル Den Helder/Texel 閉鎖型建物構造の市場








        りに接続したインターネット・オークション
      　パソコン・iPad・スマートフォンでせり
　      バイヤーはヨーロッパ全土
スウェーデン
（2001）Pefaネット・オークション会社が運営する15魚市場（スモゲン・ストック
        ホルム含む）のせりに接続したインターネット・オークション
　      パソコン・iPad・スマートフォンでせり　バイヤーはヨーロッパ全土
デンマーク （2001）Pefaネット・オークション会社が運営する15魚市場（テューボルン含む）
        のせりに接続したインターネット・オークション　パソコン・iPad・ス































































        トレーサビリティ対応

























































































a supplier at SFM
閉鎖型建物構造の市場 （2016）web取引












































































































図 1 ブローニュ・シュメール魚市場（Boulogune-sur-Mer Fish Market） 
水産庁「EU諸国 HACCP調査報告」（1997 年調査） 


















































図 3 市場取引の流れ 

















































図 5 市場取引の流れ 
全国漁港協会発行雑誌漁港「海外漁港調査団報告」（2003年調査） 
図 6 2003 年のカルタヘナ魚市場（Cartagena Fish Market） 
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図 7 グロースター魚市場（Gloucester Fish Market） 
http://www.baseseafood.com/about-us/ 
図 8 ニュー・ベッドフォード魚市場（New Bedford Fish Market） 
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図 9 シドニー魚市場（Sydney Fish Market） 













































































































































































































































































































































































































































































 図 1.3.1 水域情報可視化システム 
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魚病の検体は、年平均 1万尾であり、職員 2人体制で対応しているが、多いときは 1万




















































































































宇和海海況情報サービス”You see U-Sea” 
 
1.4.1 システムの概要 


































































































































































































































































































































































































































































































 3km沖合 設置水深 25m  12m×12m×13m×6基 

































































図 2.1.2 養殖生産サイクル（時系列） 
www.kaikyou.com/より作成 















※当初は毎日給餌していたが、その後 3日給餌して 1日休みとか 2日給餌し 2日休みとか給餌日をいろいろ変え
て、魚の消化状況を調べた。その結果、現在の 4日給餌の 2日休みということになった。 
 































































































 リアス式沿岸 水深 25m 
 1辺 7～8mの 6角形×深さ 10～12m／基 

































































① 宮城・岩手県の山間部の養魚場で育てられた稚魚（約 1年間）は、重量が 200g程にな
る秋頃に、活魚水槽の積んだトラックで養殖場に運ばれる。尾数は、稚魚の有無によ
るタンク重量の差を稚魚の平均重量で割って算出する。 
図 2.2.2 宮城県養殖ギンザケ生産販売実績の推移 






に出荷用生け簀に移し餌止めする。収穫時期は 3月から 7月末であるが、主に 6月か






































 図 2.2.5 収穫・市場出荷 















































































































 設置水深 15m 
 直径 25m×10m×25 基 
























図 2.3.2 養殖生産サイクル（時系列） 




































くサンプリングこととし、毎月 5～10匹から 100匹取り上げで測定している。 
























































図 2.3.5 養殖場の管理システム 
www.yumisui.jp/ 










































































































































図 2.4.2 養殖から出荷までの流れ（ブリ） 










































































・稚魚の選別とセンサーによる尾数カウントを行い、活魚船で宇和島・愛南の養殖場へ      
運搬する。 












































 直径■m×深さ■m×12 基 
 飼育数 約■万尾 





























































 図 2.4.6 稚魚確保から養殖（クロマグロ） 
http://www.yonkyu.co.jp/をもとに作成 













































AQ1SYSTEMS 日本オフィス A-100をもとに作成 
図 2.4.7 ステレオビデオ魚体測定システム（クロマグロ） 





























































松浦市鷹島の沖合漁場に生け簀 30台を設置して、約 4万 5千尾のクロマグロを飼育してい












































































図 2.5.2 養殖の工程 
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養殖は、直径 40ｍのプラスチック製の枠に、深さ 12m の生け簀網（その下に底網）を取





 直径 40m×深さ 20m×30 基 
 飼育数 約 4万尾 





























































































FSSC 22000：ISO 22000を追加要求事項で補強した食品安全マネジメントシステムに関する国際規格である。ISO 


































































黒瀬漁場 設置水深 60m  浮沈式生け簀 
 10m×10m×深さ 8m×20 基／1ブロック×10ブロック 
 1基に出荷サイズ（4,5kg）のブリを 5千尾収容 





















































 図 2.6.4 浮沈式生け簀 
Kurosui.jp/及び説明資料等をもとに作成 










































































































































































































































































































































































































































































































































































FSSC 22000：ISO 22000を追加要求事項で補強した食品安全マネジメントシステムに関する国際規格である。ISO 22000
































































































































































































































1 Marine Harvest Group ノルウェー 38.2 24.7 3.1 10.4
2 Leroy Seafood Group ノルウェー 16.1 16.1 0.0
3 Cermaq ノルウェー 15.8 5.7 8.5 1.6
4 Salmar ノルウェー 12.1 12.1 0.0
5 Empresas Aquachile チリ 9.0 9.0 0.0
6 Pesquera Los Fiordos チリ 6.5 6.5 0.0
7 Grieg Seafood ノルウェー 6.5 4.2 2.3
8 Cooke Aquaculture カナダ 6.3 1.7 4.6
9 Nordlaks Holding ノルウェー 4.7 4.7 0.0
10 Bakkafrost フェロー諸島 4.6 4.6
11 Salmones Multiexport チリ 4.2 4.2 0.0
12 Ventisqueros チリ 4.0 4.0 0.0
13 Camanchaca チリ 4.0 4.0 0.0
14 Nova Sea ノルウェー 3.9 3.9 0.0
15 Blumar チリ 3.8 3.8 0.0
上位15の計 139.7 71.4 44.8 23.5
表 3.1.1 養殖サケ・サーモンの生産量の上位 15社 
Kontali Analyse “salmon World 2014, 日本政策投資銀行「今月のトピック N0.216-1（2014年 8月 21日）」 
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界最大のサーモン養殖・販売の総合会社である。生産量（2013 年）は、38.2 万ｔと世界 1
位である。 
 
















































































Marine Harvest Norway(2011) 
https://www.youtube.com/watch?v=vjAbV1hjyi0 
図 3.2.1 サーモンの養殖と加工 
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Lerøy Seafood Group ASA Annual Report 2016 















































Lerøy Aurora Salmon (2013) 
図 3.3.2 オーロラサーモンの養殖と加工 
https://www.youtube.com/watch?v=FcLib7bbRdA 
Lerøy Fish slaughterhouse (2011) 
http://www.leroy.co.jp/company/ 
















































































BRC Global Standards: 
BRC Global Standard for Food Safety は、英国小売業協会（British Retail Consortium）が発行している食





































































































































































































図 3.4.4 生け簀内のサーモンの給餌と成長、環境のモニタリング 

































































孵化場 Polcura → 稚仔魚育成場 Rio del este と Rio Petrohue → 養殖場 → 
























































































































































































































































































































































































































































































































































図 1.2 水産をめぐる情勢と欧米の漁港・魚市場における取組 



















































ではないか。             
 
 国内事例や海外事例、及び国内外の類似事例の現状分析を踏まえると、漁港・魚市場に



































図 5.4 漁港・魚市場における ICT 活用の促進方向 
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(5)漁場（養殖場の管理運営）における ICT 活用の課題と促進方向 
海外では、生産規模が大きく設備投資も進んでおり、飼育尾数の管理、生け簀内の管理、
給餌管理、魚体計測、餌料転換効率（FCR）、機械設備の使用、そして衛生管理・品質管理・
生産履歴・持続的可能性に関しては、フィッシュカウンターの利用やセンサー、カメラの設
置により、尾数のカウント、映像記録や水温・流向・流速等の観測と記録を行い、養殖での
給餌量と成長の関係に必要なデータの取得や記録、分析にも取り組んでいる。その結果を養
殖方法へフィードバックさせている。 
 
他方、国内の各養殖生産事業者の養殖方法に共通する課題は、飼育尾数の管理、生け簀
内の管理、給餌管理、魚体計測、餌料転換効率、機械設備の使用、そして衛生管理・品質
管理・生産履歴・持続的可能性に関することである。項目別には次の方向で取り組むこと
が必要である。 
 
（衛生管理、品質管理、生産履歴及び持続可能性） 
ある程度の生産規模、経営規模のある大手水産会社が自ら養殖を行う場合には、餌料生
産、種苗生産から養殖、加工、出荷まで自社で垂直統合化されており、安全性と品質、生
産履歴の一元管理により 4つの課題に対応することができる。各種エコラベルの取得を通
じて責任ある持続可能な養殖を実現できる。しかしながら、大手水産会社や漁協がインテ
グレーターとして、小規模な養殖生産者に対して餌料や種苗の購入・提供と収穫後商品を
買受けて販売する方式では、難しさが伴う。経営の安定化を目指す意味でも経営規模の拡
大が求められる。 
 
